
氏名 藤本寿彦

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

所属学会

研究課題

日本近代文学館図書資料委員　教員向け講座講演１回（奈良大学）
丸山薫少年少女文学賞（山形県西川町）実行委員会顧問

文学部入試委員　センター入試委員　文芸部顧問

現在の専門分野

平　成　2１　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

日本近代文学会

昭和期の詩、短歌、俳句研究

１９７８年明治大学大学院修士課程文学研究科日本文学専攻修了

文学修士

日本近代詩研究



① 戦後詩のポエティ
クス

共著

① 木原孝一―虚ろな
器―

単著

② 「幸田文」の誕生
―「雑記」論

単著

③ 幸田文「終焉」論 単著

④ 幸田文の安成二
郎、本庄桂輔宛書
翰

単著

世界思想社平成２１年４月

戦後詩のポエティクス

始更

始更

始更

平成２１年４月

平成２１年９月

平成２１年９月

平成２１年９月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

戦後詩の展開を昭和１０年代以
降のモダニズム詩の中で捉え直
す試みをしている。

昭和１０年代に詩人として出発
した木原の表現を分析し、その
表現主体がトレンドを追いかけ
る事に終始したものにすぎない
と、結論づけた論考。

従来、「雑記」は幸田露伴の身
辺について書いた随筆とされて
きたが、露伴の身体情報を書く
うちに、父と子との捉え直しが
され、書く主体としての幸田文
が誕生したことを論述してい
る。

露伴追悼号に発表された「終
焉」は、文豪・露伴の最期を記
録した随筆として評価されてき
たが、死亡する３日前までで叙
述を止めている。このような書
く意識を掘り下げていくことに
よって、このテクストが露伴で
はなく、幸田成行の死を焦点化
していることを明らかにした論
考。

岩波書店版『幸田文全集』に収
録されていない新資料の翻刻と
解説をしたものである。


